
′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i �．　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ 

寄 �せ場学舘離主薬護 
偶語03－395－1211 

概要決定　日

麗　圏囲囲圏 ⊂＝7 　　　　0。 

霧丑壇上クク選言同日選同　種鄭
PHl：とこ00　　開会，　学会事務套請書義

豊里＿＿宣三豊旦　研究発表＆全体書寸言裔

艦耀 彊躇韓
一一－日雇もヽ労働の光と景多か司会／擬豪藷露

≪≫敦強固　藷言責
「作家・良妻手書葦平と若松港手中仲工学訪朝虎は含」

≪≫裔恭　霧春雲墓
「アジアの老悔市‾‾FJ蓄

－一一一スクォッダーと書手－せ場の糞翼型香南dこlt可もナて」

PM　5こ00　　　轟き・「千㌧　弓lき龍薫き　嚢嚢親会

霧霊園タグ重し堰〕霞回　避固め

旦m lO＝＿豊里＿　研究発表＆全体討論《土と鉄の政治経済学がPARTH
くそ≫讃軽重賞　轟墓寄

≪≫グも義春∴∴重量

東署悔大学西菩晴講堂（京都市左京区吉田泉殿町）

〔問合せ先＝西日本事務局／高槻市若松町8－26－103℡0726－61－5490和田）
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遊
山
甘
口
藁
靴
耶
出
口＾
Y
l
p
／
‥
出
川
　
吉
爪
都

去
る
二
月
十
五
日
、
京
都
大
学
教
養
部
池
田
研
究
室
に
お

い
て
、
今
年
最
初
の
運
営
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
出
席

は
九
名
（
う
ち
運
営
委
員
八
名
）
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

①
次
回
総
会
に
つ
い
て

デ
〉
日
程

一
九
九
二
年
度
総
会
は
四
月
四
日
　
（
土
）
、
五
日
　
（
日
）

の
両
日
に
わ
た
り
、
京
都
市
左
京
区
・
京
都
大
学
西
部
締
堂

に
て
開
催
す
る
。
当
初
は
名
古
屋
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
場
所
お
よ
び
作
業
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
等
を
考
慮
し
て
、

場
所
宣
思
料
に
移
す
こ
と
と
な
っ
た
。
京
都
で
の
総
会
開
催

は
一
九
八
八
年
（
京
大
楽
友
会
館
）
以
来
、
四
年
ぶ
り
二
度

め
。
な
お
、
名
古
屋
で
は
今
後
、
学
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
学
習
会
を
設
定
し
、
活
動
の
基
盤
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

圭
塞
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル

初
日
　
（
四
日
）
　
は
午
後
二
時
よ
り
開
会
。
総
合
司
会
は
、

通
例
に
従
っ
て
東
西
両
支
部
か
ら
一
人
ず
つ
出
て
担
当
す
る
。

西
日
本
か
ら
は
下
平
尾
直
さ
ん
　
（
関
西
大
学
学
生
）
、
東
日

本
は
未
定
。
学
会
事
務
（
前
年
度
活
動
報
告
、
新
年
度
活
動

方
針
、
運
営
委
員
運
出
な
ど
）
　
の
対
話
等
の
の
ち
、
研
究
発

表
・
報
告
に
移
る
。
発
表
者
は
、
青
木
秀
男
さ
ん
　
（
広
島
修

道
大
学
／
社
会
学
）
、
池
田
浩
士
さ
ん
　
（
京
都
大
学
／
文
学
）

－e

の
二
人
。
順
番
は
未
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
タ
イ
ト
ル
　
（
仮

題
）
は
、
池
田
さ
ん
「
作
家
・
火
野
董
平
と
若
松
港
沖
伸
士

労
働
組
合
」
、
青
木
さ
ん
「
ア
ジ
ア
の
都
市
下
層
　
－
　
ス
ク

ォ
ッ
ク
ー
と
寄
せ
場
の
類
型
論
に
向
け
て
」
。
終
了
予
定
は

午
後
五
時
。
そ
の
ま
ま
同
会
場
に
て
懇
親
会
。

第
二
日
め
（
五
日
）
は
午
前
十
時
よ
り
再
開
。
発
表
者
と

し
て
、
ま
ず
雑
智
恵
子
さ
ん
（
京
都
大
学
院
生
／
農
業
経
済

学
）
、
松
沢
哲
成
さ
ん
（
東
京
女
子
大
学
／
歴
史
学
）
の
二

人
を
確
定
し
、
さ
ら
に
布
野
修
司
さ
ん
（
京
都
大
学
／
建
築

学
）
、
八
木
正
さ
ん
（
金
沢
大
学
／
社
会
学
）
に
も
要
諦
を

行
な
う
こ
と
が
決
定
。
以
上
四
人
の
発
表
を
前
提
と
し
て
、

二
日
め
の
研
究
発
表
の
統
一
タ
イ
ト
ル
を
「
土
と
鉄
の
政
治

経
済
学
　
－
　
日
雇
い
労
働
の
光
と
影
」
と
設
定
し
、
そ
の
司

会
者
に
水
野
阿
修
羅
さ
ん
（
ア
ジ
ア
ン
フ
レ
ン
ド
）
を
決
め

た
。
終
了
予
定
は
午
後
三
時
。

総
会
に
関
す
る
運
営
委
決
定
は
以
上
の
と
お
り
だ
が
、
後

日
、
部
分
的
な
変
更
（
辞
退
な
ど
）
が
あ
り
、
二
日
め
の
発

表
は
結
局
、
雑
貨
さ
ん
と
八
木
さ
ん
の
二
人
だ
け
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
現
在
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
の
調
整
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
ど
う
や
ら
初
日
と
二
日
め
の
帥
四
本
の
発
表
を
、
す

べ
て
「
土
と
鉄
の
　
－
　
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
統
合
し
、

質
疑
応
答
を
充
実
さ
せ
る
方
向
で
固
ま
る
模
様
。
な
お
二
日

め
の
内
容
は
、
雑
貨
さ
ん
が
出
稼
ぎ
と
女
性
に
つ
い
て
、
八

木
さ
ん
が
労
働
著
聞
差
別
と
建
設
労
働
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
タ
イ
ト
ル
は
未
定
）
。

②
財
政
そ
の
他
に
つ
い
て

デ
〉
護

九
一
年
度
収
支
状
況
の
中
間
報
告
が
書
面
で
行
な
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
　
十
二
月
三
十
一
日
現
紅
で
十
三
万
三
四

三
〇
円
の
赤
字
。
し
か
し
、
支
出
の
き
り
つ
め
に
は
限
界
が

あ
り
（
す
で
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
い
う
声
も
あ
る
）
、

収
支
の
改
善
に
は
、
何
よ
り
収
入
を
増
や
す
以
外
な
い
こ
と

が
（
当
た
り
前
だ
が
）
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
点
で
、
待
望
さ

れ
て
久
し
い
「
フ
ォ
ー
・
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
寄
せ
揚
」
の
刊
行
に

っ
い
て
、
担
当
者
の
松
沢
哲
成
さ
ん
よ
り
「
八
月
末
ま
で
に

原
稿
化
し
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
昨
秋
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

化
が
、
開
催
地
で
あ
る
広
島
で
現
在
進
行
中
。
今
後
は
、
各

地
で
の
シ
ン
ポ
、
学
習
会
を
パ
ン
フ
化
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
統

一
し
て
（
た
だ
し
地
域
ご
と
に
若
干
の
ア
レ
ン
ジ
や
カ
ラ
ー

リ
ン
グ
を
施
し
て
）
、
財
政
面
も
含
め
た
活
動
の
補
助
手
段

と
す
る
方
向
が
確
認
さ
れ
た
。

（イ）馨

本
紙
「
寄
せ
暢
学
会
過
信
」
は
、
今
号
を
も
っ
て
西
日
本

支
部
担
当
の
任
を
終
え
、
総
会
後
は
東
日
本
支
部
に
引
き
継

が
れ
る
こ
と
が
碓
紹
さ
れ
た
。

（
ウ
）
駕
監

役
員
遅
出
に
関
す
る
学
会
規
約
の
改
正
は
、
前
回
の
反
省

点
を
踏
ま
え
て
松
沢
さ
ん
、
池
田
さ
ん
を
中
心
に
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
改
正
そ
の
も
の
は
総
会
に
よ
っ

て
決
議
・
承
認
さ
れ
る
の
で
、
四
月
総
会
で
は
前
回
の
方
法

で
役
員
選
出
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
旨
を
確
緑
。

X

 

X

 

X

次
回
運
営
委
は
総
会
直
前
、
四
月
四
日
午
後
一
時
よ
り
京

大
西
部
講
堂
に
て
開
か
れ
ま
す
。
（
報
告
／
西
日
本
事
務
局
）
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薙
両

毅
坤
帥
節
目
睦

甘
窓
丁
蒐
寄
合
で
看
臥
す
レ
ン
誓
う
4
㌢
た
富
士
旦
丁

郎
結
星
霜
親
裁
航
評
彊

聾
者
L
 
I
計
侮
雪
亨
、
」
と
吉
富
言
う
と
ロ
ー
）
塙
誓
書
早
常

子
ゑ
紫
痩
密
事
五
言
与
計
主
管
六
回
9
レ
ン
評
言
も
ム

a
っ
メ
イ
ン
二
千
′
↓
「
弟
中
小
も
笈
と
日
本
市
側
着
L
t
／
礼
金
寸
主
席
、

、
7
7
i
冨
培
㌣
日
吉
。
L
T
、
）
つ
く
り
人
や
雷
撃
幸
せ
塩
入
〈
貝

も
名
称
荒
し
l
拳
曹
ウ
去
寧
答
†
人
工
か
、
常
備
零
点

亀
璃
森
々
池
場
乍
7
時
霊
草
っ
㌣
…
て
い
㌔
－
J
、
÷
太

地
差
す
千
も
、
撃
て
子
羊
手
で
蕊
帯
」
互
告
か
－
品

柄
や
上
寿
等
÷
ん
忠
言
1
：
豊
も
喜
八
も
ぎ
吉
名
ぺ

す
ず
、
乱
、
さ
え
症
帯
下
管
主
矢
語
合
へ
上
申
㍉
岩
上
措

）
人
う
ー
、
東
T
も
、
、
し
㌘
d
今
『

素
月
1
、
五
温
子
美
風
t
辛
み
」
速
く
葉
上
佼
士
茄
子
、
〉

青
葉
判
、
思
索
な
る
合
字
合
字
と
卒
、
言
メ
サ
ミ
瓜
や

ま
を
有
毒
㌣
↑
低
廉
や
「
薯
へ
豊
年
r
‥
て
事
り
碕
…
し
㍗
玉
。

報
キ
亙
尊
の
公
－
よ
、
近
ぐ
、
、
み
亀
井
空
へ
有
年
∵
霊
よ
、
l

小
甘
を
で
卦
、
辛
言
霊
丁
重
忠
警
告
玉
子
言
も
（
人
魚
、

、
レ
孟
い
う
美
甘
l
n
袖
句
。
称
で
．
ふ
叉
中
震
も
、
五
五
一
。
。
イ
二
レ

ア
で
中
小
福
祉
空
パ
ン
フ
予
言
T
ふ
く
、
、
し
荒
事
「
↓
当
Y
ィ
込

肝
し
く
l
上
人
．
阜
レ
ン
ぎ
n
J
子
平
中
吉
高
年
途
上
宇
み
ぅ
ニ

ー
一
I

と
・
も
．
怠
り
膏
茶
事
↑
な
主
、
′
雪
）

￥
皇
↓
可
…
結
末
雪
盲
ぼ
、
＋
当
拾
1
叛
椋
盲
小
で
て
」
筈
菊

も
急
l
‡
下
着
苓
初
空
摘
草
」
薫
鵜
苫
し
て
＜
守
宮
千
束

工
冶
ユ
ズ
ぬ
、
土
壁
蒜
青
魚
毒
虫
埼
）
当
事
で
密
事
i

頂
1
、
l
急
低
下
・
当
奉
告
ネ
「
畳
十
三
）
で
、
L
L
か
替
。
づ
立
言
半
年

後
？
金
信
義
布
†
大
帝
上
申
い
よ
ー
主
管
1
日
～
と
～
と
ち

の
十
、
、
魚
心
し
1
㌔
叫
て
こ
。

半
音
‖
人
々
魚
雷
申
年
中
骨
や
食
用
7
㌢
互
↑
瑠
葦
も

し
て
）
登
り
と
甘
玲
↑
鴇
エ
バ
、
下
1
台
㌔

A
∵
歌
書

Q
　
テ
ー
マ

「
∵
～
－
ヰ
五
言
革

印
っ
宣
「
ゝ
寄
せ
埴
思
せ
耳
葺
・
言
÷
∴
う
天
魔
シ
脅
十

一
九
分
乍
の
寧
日
串
で
今
寺
、
富
、
・
ヘ
音
高
上
映
写
㌔
千

1
r
h
と
（
1
1
、
王
、
善
書
甲
子
半
」
呑
舟
諸
芸
吉
事
魚
年

一
束
欠
十
も
、
、
！
言
、
－
域
累
年
も
荘
川
寸
も
∴
、
、
！
、
、
t
L
亨
も
．
。
下
＝
I

墨
壷
誹
書
誌
密
鼎

1
㌢
壬
…
T
y
や
号
高
車
⊥
菩
＋
∵
卒
、
、
言
専
退
治

の
耳
堆
k
h
忠
も
主
。
し
。

八
〇
乍
曾
す
ら
と
・
寺
請
霊
異
裂
雪
景
要
諦
空
在
寮
ノ

虜
巷
や
し
～
豊
子
と
・
さ
あ
言
註
マ
古
土
：
、
正
字
か
年
賀
夷

誓
蒜
宅
や
I
t
I
、
碧
ま
で
良
中
丸
塙
埠
串
原
早
へ
菊
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寸
も
豊
専
念
あ
、
と
∵
符
合
宣
告
。
美
中
二
諸
富
う
後
宮
、

山
名
合
う
霊
薬
′
t
訪
い
・
余
丁
崇
哩
。
享
皐
月
裁
t

U
ま
も
。
八
、
十
、
I
国
華
1
小
雀
－
～
く
さ
う
ら
亨
，
㌻
、
、
話
せ
疋

I
†
「
干
す
不
の
両
立
し
倉
泉
e
詰
む
七
号
霊
、
乳
．
薯
で

見
当
書
手
と
。
種
牛
“
今
や
と
諒
｛
l
』
・
l
ス
J
L
全
会
高
時

何
時
汲
T
q
や
と
与
良
と
t
、
小
心
も
、
－
く
㌔

七
6
有
へ
。
瑳
串
本
孫
等
、
ウ
ィ
‡
グ
醤
土
木
某
省
帝
香

り
も
申
な
い
手
当
－
し
写
す
亨
か
与
O
A
で
F
A
化
並

行
宣
史
、
｛
上
点
へ
哲
理
、
れ
バ
誉
∴
介
在
者
ふ
巾
偏
今
昔
笹
崎
布

陣
号
か
で
も
と
、
～
く
お
人
互
。
此
莱
J
C
寺
に
位
置
や
せ
草
魚

的
種
子
東
宮
を
ノ
埼
奇
鵡
仁
王
㌔
在
れ
†
臨
備
曳
墨
上
月

」
音
盤
底
意
し
7
g
木
曾
冷
据
牛
虎
麻
未
や
奉
凪

会
し
、
曹
茄
圭
不
発
↑
ね
や
礼
譲
曾
印
増
子
、
ハ
。
勺
へ
有
理
年

女
早
宮
、
了
と
省
書
名
急
蒸
し
∴
・
－
放
七
㌢
と
、
÷
去
る
や
ノ

ぅ
。
土
丸
薬
へ
？
テ
ラ
！
雪
／
）
、
諦
肯
（
⊃
ン
サ
ン
～
。
宰
／
）
、
雰
諸
云
…
ト
雪

山
）
q
B
C
け
北
本
日
産
T
q
竹
森
中
心
点
÷
ぅ
†
1
ト
ラ
年
下
。
日
本

種
名
空
か
八
、
／
・
…
七
，
。
北
浦
高
空
世
－
詰

＼
」
の
J
・
ユ
∵
1
．
㌦
i
J
、
太
宗
若
い
ー
卒
‥
蒜
年
毎
争
、
人
気
雷
r
l
，
・

ま
人
吉
冬
壷
十
、
－
－
諸
富
笥
確
言
、
l
言
上
誓
千
手
工

事
岳
や
埼
高
畠
モ
ー
誓
う
患
者
。
↓
O
t
I
埠
㌻
き
し
と
↑
中
骨
血
年

回
搭
！
や
い
曾
根
し
、
寄
せ
篇
末
と
も
・
す
頭
株
魚
称
↑
書
林

L
t
く
上
す
モ
在
り
キ
ー
く
」
と
－
一
九
八
時
千
八
I
h
n
∵
。
“
こ
勾
ガ
ム
余

人
年
嵩
疎
を
÷
玉
手
子
羊
え
ー
う
。
其
祐
宣
l
小
等
喜

べ
風
・
患
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肇町相生通りの消滅　　　ピ締出〕

1957（S・32）　基町に市が中層住宅建設＝部分的には住宅用地と．して承認

1963（S・38）一　河岸の不法建築の整理を県・市を中心に検討

布石として、「掴苦賠償金」の徴収・請求文書を送付

＝不法占拠の不承認を通知

市が基町地区を原爆披煙害救護の一環として・国の特別援助．を求めろ運

動を開始。　→　「原爆スラム」の呼称生れろ

1966（S．41）～　市内河岸の不法建築撤去

1968（S・43）　県・市で、住宅地区改良法適用に基づく再開発方針がうまれ、

改良住宅の建設が始まる。

Cf・「この地区の改良なくして広島の戦後は終らない」

「基町地区再開発促進協議会」発足

日的：広島市基町地区不良住宅を解消し、同地区およびその周辺を

広島市の中心としてふさわしい環境に整備すること。

・［嵩；・業器霧の器誓言。戸を除却

1978（S．53）「塞町地区再開発事業」終了

（、“1置
－‘ふ

i－　●　－′●

一　基町高層住宅へ移住

→　長寿国高層住宅へ移住

→　地区外へ転出

→　●一般公営住宅へ転出

露擬識講読撼
l　　　　　　　　・●

事 �t7i �●＝l′ � �′・II．＿1．． 1綱i鴇 

再開発．の既莫 ��∴ヽ、1－ こな上玉 �夢 

故∴良　住　宅で轟） �信954戸 

改　良　住　宅（舶） �650戸． 

公∴営∴住　宅（諦） �1．054戸 

公，営　住　宅（姑） �486戸 

鍾∴代∴住　宅（公田） �220戸 

分∴練　住　宅（公社） �204戸 

高∴屈　住　宅 � 
、∴貌　町　地∴区 �2．964戸 

長姉園地は �1．602戸 

その他言中火施設（屋上緑地広甥．1

摺・ンふプビングセッター，地階駐重

湯）．管理担妨所．中央集会流　霞上

述華道．小掌き吏　勃維駁諸藩所他，

雷楽派連流　網窃署．出来公蝿網目
地盤精　薄露銀地3．5産道成．瞬鴇

娃縮東西　怒緩鍾部員．諒北　賂

娘20m細魚主　語立車夫図瀧舶建設

相生通り消滅

l

中央公園と河岸緑地が実現

軍手∴鵠汐 

I ����� � � �l �� �重厚． ���2年＿乞う 触＿） なし∠よ」 ��I 

TI ��I ・・・i一 ��！ ．各町 �I � � �i �予 � �＿し 辛：． l �� 

宮 ‾i ��Iえ ー′ ！立 �額布 ��� � ���i 

詐許 ��箪 ��！こ �碑 ノ（《 � �十・ �� �1－ ��宣子 

㊨i �l 王 喜 ��＿l l I ●“I I 王室 �l ●i一一 I 凄住 子宅 �食 � ��� �琶i f �泉 � ��“十王 

′l f �駁 � �卓 �空 �字 �C � �÷盤 �凱 て �� �厄J） � 

角 � � �つ �IT �� �毛布壷含 

な �雷 ！、i �考／ 杜毒 ‾刊 �享子そ． 石筆神 の不ごま ��：．乙そ I● ＿」 上し定 ��つ．； l 的 � � �� � � � 珂期 一七教 ��（圭 ．「 ノ‾ �′） � �∴ぢ �まま・ふ い∴乏 
．つ．四，“・ ����・i着筆〇 一・∴月 ���（子　＿一 ・と†・予言，夢へ 

睦言：蜜豆・ ��I・一1・ ����l会し「 ������ � � 

埜」L＿　－ ��上・： � � �一書二　　　・ ���宅を●／ ��� ��ーtI、エ 

守 ‘有権． 与蛮 d用 ���胞・． 手・畳 コ号・ 詰寄 �．．む �●’ 室 l垂． あ �●．■病 jつ．や し“で �� ��� � 

蒋今 √・筆 ．美雪． ����L重・・義　一 ����言／ク・ ���0回 一一てこ“‾‾・● �� ��� � ���タイ 

●、＼う ��二．千日ぎ愛子 ����n・荘重主と圭 

に．；言上定“〆、舘． �����阜 �3‾左i亀：し一・　　　　圧←－：－．l 

I ��I �����������：＿1－： ！ �i÷・ ！ 

1 1 1 日 

損普賠償金の徴収通知状

ー
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菅
珪
石
亨
丸
字
h

n

息

〕

喜

寿

峯

急

富

合

≒

笑

㌻

憂

雫

か
L
U
ダ
ー
、
ノ
枯
れ
ー
叩
「
1
あ
ら
1
台
は
吉
宗
。

〔
当
崎
・
久
曾
米
〕
人
魚
米
人
三
。
不
、
瞭
曾
半
在
阜
三
〇
合
う

金
互
笠
憐
菊
零
伯
…
堕
先
も
つ
へ
小
言
ま
た
、
～
ソ
7
㍍
唱

在
宅
よ
、
～
前
腕
加
迩
当
麻
埴
q
追
白
↓
み
）
し
今
川
う
宣
言
も
し

↓
I
計
時
筋
で
べ
竿
鷹
番
1
キ
ー
i
羊
毛
∵
自
宅
－
ン
虚
器
者
も
日
も
÷

浩
：
為
芋
窪
と
…
雇
え
T
、
、
と
芋
う
寸
法
管
掌
、
ぷ
墓
場
空

け
）
て
い
も
。

〔
↓
窪
・
卦
算
〕
争
い
も
笠
。
幸
争
討
手
と
ふ
う
、
宣
言

白
菜
・
乗
再
三
奔
萱
食
意
十
豊
売
。
努
鴛
－
薬
毒
＼

て
い
も
。
己
と
息
ま
で
誌
と
息
畢
し
畢
束
黒
寄
主
合
÷
七
、

は
「
占
，
で
は
、
屯
舟
体
華
植
字
、
現
空
き
ご
り
零
で
誓

〔
昆
〕
主
客
豊
鼻
等
愚
の
告
主
や
孝
的
砲
撃
星
を

火
忠
l
あ
き
と
も
戒
原
寸
も

∩
黒
〕
悪
意
貨
葦
笠
害
意
し
て
撃
て
重
言
－
享

〔
中
華
、
タ
玲
〕
各
荒
巧
貴
名
で
と
王
ら
阜
吾
㌔
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寄
せ
場
を
研
究
す
る
、
宙
せ
場
に
関
心
を
零
せ
る
　
－
　
そ

の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
よ
り
多
様
で
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
。
研
究
“
と
は
何
な
の
か
、
が
常

に
間
わ
れ
続
け
る
の
だ
け
れ
ど
。

日
周
労
働
者
な
す
ぬ
者
が
、
寄
せ
場
か
ら
就
労
す
る
こ
と

は
、
擬
似
的
労
働
体
験
で
あ
り
そ
れ
に
よ
っ
て
、
書
物
、

活
計
∵
聞
古
取
り
で
す
．
ら
碍
ら
れ
な
い
就
労
シ
ス
サ
ム
や
悌

働
現
場
の
在
り
よ
う
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
、
い
う

主
旨
で
一
九
八
八
年
春
、
「
釜
ケ
晦
労
働
ゼ
ミ
」
が
実
験
的

に
行
な
わ
れ
た
。
四
年
ぶ
り
ほ
行
な
う
今
回
も
、
ペ
つ
に
こ

れ
と
い
っ
て
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
今
回
は
、

次
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
強
く
意
職
し
て
、
内
容
を
設
定
す
る

と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
。
前
回
は
、
意
に
反
し
て
、
や
り
っ

ぱ
な
し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
回
の
労
働
ゼ
ミ
の
概
要
は
左
の
と
お
り
。
－
〟
：
i
、
i
i
．

出
目
穏
　
－
　
三
月
二
十
三
日
二
月
）
一
上
二
七
八
日
－
（
圭
）

㈲
主
な
活
動
　
－
　
早
朝
起
床
－
寄
せ
場
か
ら
就
労
－
現
場

で
労
働
↓
夕
刻
、
軽
ケ
崎
に
帰
っ
て
集
約
・
討
論
－
ド
ヤ
で

就鴨。㈲
ガ
イ
ダ
ン
ス
　
ー
　
月
曜
日
に
集
合
。
夕
刻
、
釜
ケ
崎
か

ら　〕

ら
の
就
労
に
つ
い
て
、
最
低
限
の
、
か
つ
必
要
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
行
な
う
。

㈲
集
約
　
－
　
参
加
者
は
毎
日
、
釜
ケ
崎
に
帰
っ
て
か
ら
、

そ
の
日
の
就
労
内
容
（
業
者
、
昼
食
、
交
通
、
賃
金
、
現
場

の
雰
囲
気
な
ど
な
ど
）
を
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
。
そ
し
て
、

短
時
間
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
　
（
ゲ
ス
ト
を
招
く
こ
と
も
有
）
。

カ
ー
ド
は
中
日
や
最
終
日
の
総
括
の
材
料
に
な
る
。

㈲
中
日
　
－
　
二
十
六
日
（
木
）
を
”
中
日
“
と
し
て
、
休

み
の
日
　
（
就
労
し
な
い
日
）
　
と
す
る
。
こ
の
日
は
、
日
中
は

釜
ケ
崎
お
よ
び
そ
の
周
辺
を
歩
き
、
夜
は
中
間
集
約
と
学
習

寧
寵
師
を
招
く
）
を
行
な
う
予
定
。

㈲
拠
点
日
工
日
登
守
崎
内
幸
リ
ス
工
数
施
設
「
旅
路
の
里
」

に
お
願
い
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
集

1
約
、
・
学
習
会
等
は
拠
点
で
行
な
う
。

㈲
ス
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
I
二
十
八
日
（
土
）
就
労
後
、
集

約
・
肘
論
・
総
括
を
行
な
う
。
四
月
総
会
を
は
さ
ん
で
、
ゼ

ミ
参
加
者
か
ら
報
告
者
を
遊
び
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
学
習
会

を
初
夏
ま
で
開
催
。

他
の
細
か
い
点
（
賃
金
・
カ
ン
パ
、
保
険
加
入
、
ド
十
の

泊
ま
り
方
な
ど
）
は
今
後
煮
詰
め
る
。
重
要
な
問
題
と
し
て
、

女
性
の
参
加
希
望
者
の
ゼ
・
、
、
内
容
も
、
決
定
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
個
々
の
希
望
を
（
で
き
る
か
き

り
）
　
い
か
し
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
た
い
。

小
関
西
近
辺
に
と
ど
ま
ら
ず
、

多
く
の
人
の
参
加
を
、
待
っ
て

い
ま
す
！

へ

＋
棚
H
H
日
本
⊥
又
部

苗
穂
期
）
1
億
ホ
中
思
す
親
日
A
五

「
営
力
胤
捌
詰
り
－
、
1
1
　
へ
同
国
リ
サ
し
」

W
W
M
第
・
1
回

日
時
／
0
〈
0
月
0
0
日
　
（
日
）
　
P
M
5
・
3
0
～

テ
ー
マ
／
不
況
を
ど
う
見
る
の
か
、
そ
れ
を
た
た
き

台
に
し
て
、
釜
ケ
崎
（
不
況
の
真
っ
只
中
！
）
と

の
絡
み
を
考
え
る

場
所
／
京
大
教
養
部
A
号
綿
中
央
3
階

ド
イ
ツ
語
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

（
℡
0
7
5
－
7
5
3
－
6
6
6
1
）

※
第
2
回
＝
予
定
＝

日
時
／
3
月
1
5
日
　
（
日
）
あ
る
い
は
1
6
日
　
（
月
）

P

M

2

・

0

0

～

場
所
／
京
大
教
養
部
ド
イ
ツ
語
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室

※
第
3
回
＝
予
定
＝

日
時
／
3
月
2
6
日
　
（
木
）
　
P
M

場
所
／
釜
ケ
崎
内

（
連
絡
先
）
西
日
本
事
務
局
／
高
槻
市
若
松
町
8
－
2
6

－
1
0
3
　
℡
0
7
2
6
－
6
1
－
5
4
9
0
和
田

他
依
　
記

▽
今
号
を
最
後
に
、
こ
の
「
通
信
」
の
発
行
担
当
は
西
日
本

支
部
か
ら
東
日
本
支
部
へ
と
移
り
ま
す
。
年
報
の
よ
う
に
、

「
通
信
」
も
編
集
委
体
制
を
組
も
う
と
志
向
し
な
か
ら
、
つ

い
に
果
た
せ
な
か
っ
た
二
年
間
で
し
た
。
た
だ
一
言
、
後
任

の
方
々
の
鶴
間
を
期
待
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
W
）


